「外国語を教える」と「外国語で教える」の違い―「日本語を教える」と「日本語で教える」を区別することの重要性 ― by 中西 久実子
〈Summary〉
  In this article, I make a difference between teaching Japanese and teaching a certain 
subject by using Japanese. The former means to teach Japanese as a foreign language or a 
second language to non-native speakers of Japanese. On the other hand, the latter means to 
teach a subject by using Japanese.
  Recently, the number of learners who can speak Japanese as BICS, but who cannot use 
Japanese as CALP, has increased. And they sometimes want to study a subject in Japanese is to 
teach such subjects as economics, mathematics and so on by using Japanese. However, their 
proficiency of Japanese is not sufficient and they ought to be taught Japanese as a foreign 
language or a second language beforehand. If their proficiency of Japanese is not sufficient, 
then they should study Japanese first. After they have acquired a certain proficiency in 
Japanese, they can study such subjects as economics, mathematics and so on by using 
Japanese. It is very important to make a difference between teaching Japanese and teaching a 
certain subject by using Japanese.
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「日本語ができる」と誤解されやすいことを指摘する。BICS（Basic Interpersonal communicative 
skills）とは，生活場面で必要となる日常会話ができる能力で「生活言語能力」「基礎的対人伝達
スキル」などと訳される。外国語で買い物をしたり，ホテルのチェックインをしたりする日常的































　問題 1 ） （1）と（2）の中間，すなわち，日常会話はできるのに，日本語能力が低い学習者が
増加している。








































































































　先行研究など従来の日本語教育では，旧日本語能力試験（Japanese Language Proficiency Test，
以下 JLPT）の 1～4 級を基準にして熟達度（プロフィシェンシー）が示されてきた。たとえば，






級 4 級 3 級 3～2 級 2 級 1 級
学習時間 150 時間 300 時間 300～600 時間 600 時間 900 時間















言語教育の枠組み CEFR（Common European Framework of Reference for Languages: Learning, 
teaching, assessment; ヨーロッパの言語教育・学習の場で共有される枠組み）の考え方を基礎に




表 2　新 JLPTの級と JFスタンダードとの対応
JF スタンダード A1～A2 A2～B1 B1 B2 C1～C2
新 JLPT の級 N5～N4 N4～N3 N3～N2 N2 N1
旧 JLPT の級 4 級 4～3 級 3～2 級 2 級 1 級
　JF スタンダードとは，どのような文法を知っているか，単語や漢字をいくつ知っているかで
はなく，「日本語を使って何ができるか」という課題遂行能力をレベルの指標にしている。この
課題遂行能力を「～できる」という文で記述した Can-do は，低い方から「A1 →A2 → B1 → B
2 →C1 →C2」と上がっていき，この 6 レベルは CEFR と共通である。たとえば，いわゆる初級
の（日本語能力が低い）学習者，すなわち，JFスタンダードの「基礎段階の言語使用者」は，
「仕事や自由時間に関わる身近な日々の話題について，直接的で簡単な情報交換を必要とする通














　日本語能力が高い学習者とは，BICS も CALP も習得できている学習者で，表 3の「C1～C2」
のような日本語能力を有している。先述した（2）のタイプの学習者に相当する。




























































































































　「日常会話はできるのに聴解能力が低い」，すなわち，「BICS は十分なのに CALP は不十分で
ある」とはどういうことかを明らかにするため，以下の（8）のような調査をおこなった。
　（8） 調査協力者： 2015 年度秋学期の京都外国語大学の外国人留学生科目「日本語」の受講
者（日本語学習者 16 名（（中国 11 名，タイ 1 名，シンガポール 1 名，韓
国 3 名））
タスク： 下の   の中の文章をナチュラルスピードで 3 回聞き，（9）を初めとす
るいくつかの質問に答える。














































































論文を「いい構成」にするには，「 1 ）メタ言語の使用， 2 ）適切な段落分けをし，段落内の内
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